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は
じ
め
に
 

 　
W
T
O
ド
ー
ハ
ラ
ウ
ン
ド
の
焦
点
の
１
つ

に
、
農
業
補
助
金
（
国
内
補
助
金
・
輸
出
補
助

金
）
の
問
題
が
あ
る
。
農
業
補
助
金
に
関
し

て
は
、
現
行
の
農
業
協
定
に
お
い
て
削
減
等

の
一
定
の
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
さ

ら
に
今
交
渉
で
、
輸
出
補
助
金
の
全
廃
や
国

内
補
助
金
の
一
層
の
削
減
等
の
新
ル
ー
ル
作

り
に
向
け
た
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
現
行
ル
ー
ル
自
体
、
例
え
ば
ど
う
い
う
も

の
が
農
業
協
定
に
い
う
「
輸
出
補
助
金
」
に

該
当
し
規
律
の
対
象
に
な
る
の
か
等
、
そ
の

内
容
は
必
ず
し
も
明
確
に
な
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。 

　
現
行
ル
ー
ル
の
明
確
化
の
上
で
大
き
な
役

割
を
果
た
す
の
が
紛
争
解
決
手
続
で
あ
る
。

W
T
O
の
紛
争
解
決
手
続
は
、
前
身
の

G
A
T
T
の
そ
れ
に
比
べ
て
格
段
に
強
力
と

な
り
　（1）

、
司
法
的
な
解
決
を
通
じ
て
事
実
上

の
判
例
法
を
生
み
出
す
　（2）
。
W
T
O
に
お
け
る

貿
易
ル
ー
ル
の
形
成
に
お
い
て
、
紛
争
解
決

手
続
を
通
じ
る
規
律
の
確
立
・
明
確
化
の
重

要
性
が
増
大
し
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。 

　
農
業
補
助
金
に
関
し
て
こ
れ
ま
で
に

W
T
O
紛
争
解
決
手
続
の
対
象
に
な
っ
た
事

例
は
、
あ
ま
り
数
多
く
は
な
い
も
の
の
、
こ

れ
ら
を
通
じ
て
農
業
補
助
金
に
関
す
る
ル
ー

ル
の
内
容
が
あ
る
程
度
明
確
化
さ
れ
て
き
た
。

今
回
か
ら
３
回
連
載
で
３
つ
の
紛
争
事
例
を

検
討
し
、
W
T
O
パ
ネ
ル
・
上
級
委
員
会
が

ど
の
よ
う
な
裁
定
を
下
し
、
ま
た
そ
れ
ら
が

ど
の
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
の
か
を
、
協
定

条
文
に
則
し
て
解
説
す
る
。
今
回
は
最
初
に

農
業
協
定
の
農
業
補
助
金
に
関
す
る
規
定
を

概
観
す
る
と
と
も
に
、
カ
ナ
ダ
ー

乳
製
品
事

件
を
と
り
あ
げ
る
。
第
２
回
は
米
国
ー

綿
花

事
件
、
第
３
回
は
E
C
ー

砂
糖
事
件
を
予
定

し
て
い
る
。 

 
農
業
補
助
金
に
関
す
る
 

現
行
協
定
の
概
要
 

 　
農
業
協
定
は
、
市
場
ア
ク
セ
ス
、
国
内
助

成
（
国
内
補
助
金
）
及
び
輸
出
競
争
（
輸
出
補

助
金
）
と
い
う
３
つ
の
主
要
な
部
分
か
ら
構

成
さ
れ
、
後
の
二
者
が
補
助
金
に
関
す
る
部

分
で
あ
る
。 

 a
　
国
内
助
成
（
国
内
補
助
金
） 

　
国
内
助
成
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
規
定
は
、

農
業
協
定
第
４
部
に
あ
り
、
６
条
及
び
７
条

で
構
成
さ
れ
、
附
属
書
２
に
お
い
て
詳
細
な

規
定
が
あ
る
。 

　
こ
の
協
定
は
、
国
内
助
成
を
、
①
貿
易
を

歪
曲
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
も
の
（
黄
色

の
ボ
ッ
ク
ス
）
と
、
②
そ
う
で
は
な
い
か
、
ま

た
は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
に
そ
う
で
あ
る
も
の

（
緑
の
ボ
ッ
ク
ス
）、
と
い
う
２
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
分
け
て
い
る
。 

　「
緑
の
ボ
ッ
ク
ス
」
は
、
構
造
調
整
援
助
、

自
然
災
害
補
償
援
助
、
環
境
援
助
等
が
あ
げ

ら
れ
、
規
制
さ
れ
な
い
（
６
条
１
項
、
附
属
書

２
の
1
(a)
　

(b)
）。 

　
そ
れ
以
外
の
す
べ
て
の
助
成
は
、「
黄
色
の

ボ
ッ
ク
ス
」
に
分
類
さ
れ
、
協
定
実
施
期
間

の
６
年
間
に
段
階
的
に
削
減
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
７
条
２
項
(a)
）（
た
だ
し
、
生
産

を
制
限
す
る
ス
キ
ー
ム
に
関
連
づ
け
ら
れ
た

支
払
い
は
そ
の
例
外
と
し
て
「
青
の
ボ
ッ
ク

ス
」
と
呼
ば
れ
、
削
減
義
務
か
ら
除
か
れ
て

い
る
）。
そ
し
て
、
最
終
的
な
規
定
と
し
て
３

条
２
項
に
「
加
盟
国
は
…
約
束
の
水
準
を
超

え
て
国
内
生
産
者
の
た
め
の
助
成
を
行
っ
て

は
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い
る
。 

 b
　
輸
出
補
助
金
 

　
輸
出
補
助
金
に
関
す
る
規
定
は
、
農
業
協

定
第
５
部
に
あ
り
、
８
条
か
ら
11
条
ま
で
で

構
成
さ
れ
る
。
　
 

　
加
盟
国
は
、
農
業
協
定
及
び
自
国
の
譲
許

表
に
明
記
さ
れ
て
い
る
約
束
に
従
う
場
合
を

除
い
て
輸
出
補
助
金
を
交
付
し
な
い
こ
と
（
８

条
）
と
さ
れ
、
約
束
と
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

　
削
減
は
、
金
額
ベ
ー
ス
及
び
数
量
ベ
ー
ス

で
協
定
実
施
期
間
の
６
年
間
に
段
階
的
に
実

施
さ
れ
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
た
（
９
条
２
項
）。

削
減
約
束
の
対
象
と
な
る
の
は
、
９
条
１
項

に
掲
げ
ら
れ
る
６
タ
イ
プ
の
輸
出
補
助
金
で

あ
る
。
加
盟
国
は
、
こ
れ
ら
の
輸
出
補
助
金

を
、
自
国
の
譲
許
表
に
特
定
さ
れ
る
産
品
に

交
付
す
る
場
合
は
上
記
約
束
水
準
を
超
え
て

は
な
ら
ず
、
ま
た
、
自
国
の
譲
許
表
に
特
定

さ
れ
て
い
な
い
産
品
に
交
付
す
る
こ
と
は
禁
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止
さ
れ
る
（
３
条
３
項
）。 

　
９
条
１
項
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
タ
イ
プ

の
輸
出
補
助
金
に
つ
い
て
は
、「（
削
減
の
）

約
束
の
回
避
を
も
た
ら
し
ま
た
は
も
た
ら
す

お
そ
れ
の
あ
る
方
法
で
用
い
て
は
な
ら
な
い
」

と
規
定
さ
れ
て
い
る
（
10
条
１
項
）。 

　
さ
ら
に
輸
出
信
用
と
食
糧
援
助
に
関
す
る

規
定
が
10
条
２
項
〜
４
項
に
あ
る
。 

 c
　
農
業
協
定
と
 

　
　
補
助
金
協
定
の
関
係
 

　
農
業
協
定
と
は
別
に
「
補
助
金
及
び
相
殺

措
置
に
関
す
る
協
定
」（
補
助
金
協
定
）
に
お

い
て
、
補
助
金
に
関
す
る
よ
り
一
般
的
な
規

律
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
特
に
除

外
さ
れ
て
い
な
い
限
り
農
業
補
助
金
に
適
用

さ
れ
る
。 

　
輸
出
補
助
金
は
、
補
助
金
協
定
で
は
「
禁

止
さ
れ
る
（
赤
の
）
補
助
金
」
で
あ
る
が
、「
農

業
協
定
に
定
め
る
場
合
を
除
く
ほ
か
」（
補
助

金
協
定
３
条
１
項
）
と
あ
る
の
で
、
加
盟
国

の
約
束
に
お
い
て
許
可
さ
れ
た
農
業
輸
出
補

助
金
は
禁
止
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、

国
内
補
助
金
に
関
し
て
は
、
補
助
金
協
定
で

は
「
相
殺
可
能
な
（
黄
色
の
）
補
助
金
」
で
あ

っ
て
も
農
業
協
定
に
適
合
的
な
も
の
は
補
助

金
協
定
上
の
救
済
措
置
・
相
殺
措
置
の
対
象

と
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
た
（
農
業
協

定
13
条
）
が
、
こ
の
「
平
和
条
項
」
は

2
0
0
3
年
12
月
を
も
っ
て
失
効
し
た
。 

　
以
下
、
カ
ナ
ダ
ー

乳
製
品
事
件
に
つ
い
て

見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
本
事
件
の
焦
点
は
、

カ
ナ
ダ
の
乳
製
品
に
対
す
る
助
成
措
置
が
農

業
協
定
の
意
味
で
「
輸
出
補
助
金
」
に
該
当

す
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。 

  　
カ
ナ
ダ
ー
乳
製
品
事
件
 

（W
T
/
D
S
1
0
3
, 1
1
3

）　
 

 
１
　
事
実
関
係
及
び
経
過
 

 （１）

カ
ナ
ダ
の
酪
農
制
度
 

　
カ
ナ
ダ
は
、
酪
農
に
関
し
て
供
給
管
理
政

策
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
①
割
当
制
度

に
よ
る
生
産
・
出
荷
の
全
面
的
管
理
、
②
価

格
支
持
、
③
輸
入
規
制
と
い
う
３
つ
の
基
本

的
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。 

 ①
生
乳
の
生
産
・
出
荷
 

　
加
工
原
料
乳
に
つ
い
て
は
、
連
邦
レ
ベ
ル

に
お
い
て
C
M
S
M
C
（
カ
ナ
ダ
生
乳
供
給

管
理
委
員
会
）
に
よ
り
策
定
さ
れ
る

N
M
M
P
（
国
家
生
乳
出
荷
計
画
）
に
お
い

て
年
間
生
産
目
標
で
あ
る
Ｍ
Ｓ
Ｑ
（
市
場
出

荷
割
当
）
が
設
定
さ
れ
る
。
そ
の
数
量
は
、
カ

ナ
ダ
の
各
州
に
存
在
す
る
M
M
B
（
ミ
ル
ク

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
）
に
割
り
当
て
、

さ
ら
に
州
M
M
B
は
、
生
産
者
に
割
り
当
て

る
。
飲
用
乳
に
つ
い
て
は
、
州
M
M
B
が
州

の
飲
用
乳
割
当
を
設
定
し
、
個
別
の
生
産
者

に
割
り
当
て
る
。 

　
生
産
者
は
、
生
乳
を
販
売
す
る
に
は
全
量

M
M
B
を
通
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

法
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
M
M
B
は
集
荷

販
売
の
独
占
権
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。 

 ②
生
乳
の
価
格
 

　
連
邦
レ
ベ
ル
に
お
い
て
Ｃ
Ｄ
Ｃ
（
カ
ナ
ダ

酪
農
委
員
会
）
は
、
加
工
原
料
乳
の
目
標
価

格
を
設
定
す
る
。
Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
、
カ
ナ
ダ
酪
農

委
員
会
法
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
国
営
企

業
（C

row
n corporation

）
で
あ
る
。 

　
Ｃ
Ｄ
Ｃ
決
定
の
目
標
価
格
を
参
考
に
、
用

途
分
類
ご
と
の
価
格
が
決
定
さ
れ
る
。
用
途

分
類
は
1
9
9
6
年
よ
り
５
段
階
15
分
類
で

統
一
さ
れ
た
。
 
 

　
第
１
分
類
〜
第
４
分
類
（
国
内
市
場
向
け
）

の
価
格
は
、
州
M
M
B
が
決
定
す
る
。 

　
第
５
分
類
（
特
別
分
類
）
の
う
ち
、
5
d
（
輸

出
乳
製
品
用
）
と
5
e
（
余
剰
処
理
輸
出
用
）

の
価
格
は
Ｃ
Ｄ
Ｃ
と
加
工
・
輸
出
業
者
と
の

交
渉
で
統
一
価
格
と
し
て
決
定
さ
れ
る
が
、

国
際
価
格
を
適
用
す
る
の
で
、
国
内
向
け
加

工
原
料
乳
よ
り
低
価
格
に
決
定
さ
れ
て
い
る

（
な
お
、
1
9
9
5
年
以
前
は
第
５
分
類
に
よ

る
低
価
格
制
度
は
な
く
、
輸
出
に
伴
う
損
失

は
生
産
者
か
ら
課
徴
金
を
徴
収
し
補
填
し
て

い
た
が
、
W
T
O
成
立
に
伴
い
農
業
協
定
の

輸
出
補
助
金
ル
ー
ル
抵
触
を
避
け
る
た
め
に

切
り
替
え
た
）。 

　
輸
出
向
け
生
乳
の
販
売
収
入
は
、
そ
の
生

乳
が
割
当
内
の
場
合
は
、
個
別
の
生
産
者
に

支
払
わ
れ
る
前
に
国
内
市
場
向
け
販
売
収
入

と
と
も
に
連
邦
９
州
全
体
で
プ
ー
ル
さ
れ
、

そ
の
あ
と
各
州
に
比
例
配
分
さ
れ
る
。 

③
輸
入
規
制
・・
Ｔ
Ｒ
Ｑ
（
関
税
割
当
制
度
） 

　
カ
ナ
ダ
は
、
U
R
同
意
に
よ
っ
て
乳
製
品

の
輸
入
割
当
制
度
を
関
税
割
当
制
度
に
切
り

替
え
た
。
こ
の
制
度
の
下
で
、
過
去
の
輸
入

実
績
数
量
ま
で
低
率
の
一
次
税
率
を
適
用
し
、

そ
れ
を
超
え
る
数
量
は
約
3
0
0
%
の
禁
止

的
二
次
税
率
を
適
用
し
て
い
る
。 

　
う
ち
飲
用
乳
の
関
税
割
当
は
、
6
4
，５

０
０
ト
ン
（
一
次
税
率
最
終
年
度
7
・
53
%
）

で
あ
っ
た
。
カ
ナ
ダ
の
W
T
O
譲
許
表
Ⅴ
に

は
「
そ
の
他
の
条
件
」
と
し
て
「
こ
の
量
は
、

カ
ナ
ダ
の
消
費
者
が
国
境
を
越
え
て
輸
入
す

る
年
間
購
入
量
の
推
定
値
で
あ
る
」
と
記
さ

れ
て
い
た
。
実
際
に
は
、
カ
ナ
ダ
は
「
１
回
当

た
り
20
カ
ナ
ダ
ド
ル
未
満
の
個
人
消
費
向
け

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ミ
ル
ク
」
と
の
限
定
条
件
を
つ

け
て
運
用
し
て
い
た
。
 
 

 （２）

米
国
及
び
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
よ
る

W
T
O
紛
争
解
決
手
続
の
申
立
 

　
米
国
及
び
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
以
上

の
よ
う
な
カ
ナ
ダ
の
酪
農
制
度
の
運
用
が
農

業
協
定
及
び
G
A
T
T
の
規
定
に
違
反
す
る

と
し
て
、
W
T
O
紛
争
解
決
手
続
に
基
づ
く

申
立
（
い
わ
ゆ
る
「
W
T
O
提
訴
」）
を
行
っ

た
。
そ
の
中
で
、
輸
出
補
助
金
の
関
係
で
は
、

次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。 

　「
特
別
分
類
5
d
及
び
5
e
は
、
農
業
協

定
9
条
1
項
(a)
及
び
(c)
の
意
味
に
お
い
て

輸
出
補
助
金
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
の
こ
の
ス
キ

ー
ム
に
よ
る
輸
出
数
量
は
、
カ
ナ
ダ
が
譲
許

し
た
削
減
約
束
水
準
を
超
過
し
て
い
る
（
こ
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第1表　カナダ乳製品事件の経過 

原手続 
　　パネル報告 1999.5.17 
　　上級委員会報告 1999.10.13 
 
 
履行確認手続（１回目）   
　　パネル報告 2001.7.11 
　　上級委員会報告 2001.12.3 
 
 
履行確認手続（２回目） 
　　パネル報告 2002.7.26 
　　上級委員会報告 2002.12.20

の
点
は
カ
ナ
ダ
も
争
っ
て
い
な
い
）。
よ
っ
て
、

農
業
協
定
3
条
3
項
に
違
反
す
る
。」 

　
農
業
協
定
9
条
1
項
(a)
と
(c)
の
輸
出
補

助
金
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。 

 
９
条
１
項
 

(a)
政
府
ま
た
は
そ
の
機
関
が
、
企
業
、
産

業
、
農
産
品
の
生
産
者
、
協
同
組
合
そ
の

他
の
農
産
品
の
生
産
者
の
団
体
ま
た
は

販
売
に
従
事
す
る
機
関
に
対
し
、
輸
出
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
基
づ
い
て
直
接
補
助

金
（
現
物
に
よ
る
支
払
を
含
む
）
を
交
付

す
る
こ
と
 

(c)
政
府
の
措
置
に
よ
っ
て
農
産
品
の
輸

出
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
支
払
（
当
該
農
産

品
ま
た
は
そ
の
原
料
で
あ
る
農
産
品
に

対
す
る
課
徴
金
に
よ
る
収
入
か
ら
行
わ

れ
る
支
払
を
含
む
も
の
と
し
、
公
的
勘
定

に
よ
る
負
担
が
あ
る
か
な
い
か
を
問
わ

な
い
） 

 

　
な
お
、
申
立
国
は
、「
た
と
え
当
該
ス
キ
ー

ム
が
輸
出
補
助
金
で
な
い
と
し
て
も
、
輸
出

補
助
金
の
約
束
の
回
避
を
も
た
ら
す
も
の
で

農
業
協
定
10
条
1
項
に
違
反
す
る
」
と
予
備

的
に
主
張
し
、
さ
ら
に
「
飲
用
乳
の
T
R
Q
制

度
の
運
用
は
譲
許
表
に
な
い
条
件
の
追
加
を

禁
じ
た
G
A
T
T
2
条
1
項
(b)
に
違
反
す
る
」

と
の
申
立
て
も
行
っ
た
　（3）

が
、
紙
幅
の
制
約

か
ら
こ
れ
ら
の
関
係
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。 

 （３）

経
過
 
 

　
第
１
表
の
よ
う
に
本
事
件
の
手
続
は
長
期

に
わ
た
っ
て
続
い
た
。
原
手
続
で
パ
ネ
ル
及

び
上
級
委
員
会
の
報
告
が
出
さ
れ
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ

（
紛
争
解
決
機
関
）
の
勧
告
・
裁
定
　（4）

を
受
け

た
カ
ナ
ダ
に
よ
る
措
置
改
訂
の
後
、
履
行
確

認
手
続
　（5）

が
２
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。

ま
ず
原
手
続
か
ら
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

 
2
　
原
手
続
 

 （１）

パ
ネ
ル
の
判
断
 

　
パ
ネ
ル
（
紛
争
処
理
小
委
員
会
）
は
、
特
別

分
類
5
d
及
び
5
e
が
農
業
協
定
9
条
1
項

の
(a)
及
び
(c)
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
に
判
断
し
た
。 

  １）

農
業
協
定
9
条
1
項
(a)
の
該
当
性
 

　
農
業
協
定
9
条
1
項
(a)
に
い
う
輸
出
補
助

金
は
、
以
下
の
４
つ
の
要
件
か
ら
構
成
さ
れ

る
（7

.3
8

）　（6）
。 

　
①
現
物
支
払
を
含
む
直
接
補
助
金
 

　
②
政
府
ま
た
は
そ
の
機
関
に
よ
る
交
付
 

　
③
企
業
、
産
業
、
農
産
品
の
生
産
者
、
協
同

組
合
そ
の
他
の
生
産
者
団
体
ま
た
は
販

売
に
従
事
す
る
機
関
に
対
す
る
交
付
 

　
④
輸
出
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
基
づ
く
交
付
 

　
こ
の
う
ち
、
本
件
で
特
に
問
題
な
の
は
、

①
及
び
②
の
要
件
で
あ
る
。 

　
ま
ず
要
件
①
に
つ
い
て
。
パ
ネ
ル
は
、
特

別
分
類
5
d
及
び
5
e
に
よ
り
加
工
業
者
及

び
輸
出
業
者
は
国
内
向
け
よ
り
も
安
い
価
格

で
乳
製
品
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

か
ら
、「
現
物
支
払
」
に
当
た
り
、
こ
の
要
件

を
満
た
す
と
し
た
（7

.5
9
-6
0

）。 

　
次
に
要
件
②
に
関
し
て
は
、
輸
出
向
け
乳

製
品
の
低
価
格
は
、
国
内
向
け
と
輸
出
向
け

販
売
の
プ
ー
ル
制
に
よ
り
生
乳
生
産
者
に
よ

り
負
担
さ
れ
て
お
り
、
政
府
は
資
金
を
拠
出

し
て
い
な
い
（7

.6
4

）。
し
か
し
こ
の
制
度
は
、

Ｃ
Ｄ
Ｃ
、
州
Ｍ
Ｍ
Ｂ
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
と
に
よ

っ
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
機
関
は

そ
の
規
制
権
限
等
か
ら
農
業
協
定
9
条
1
項

(a)
に
い
う
政
府
機
関
と
い
え
る
こ
と
か
ら
、

「
政
府
ま
た
は
そ
の
機
関
に
よ
る
交
付
」
に
当

た
る
と
し
た
。 

　
以
上
に
よ
り
パ
ネ
ル
は
、
特
別
分
類
5
d
及

び
5
e
は
農
業
協
定
9
条
1
項
(a)
に
い
う
輸
出

補
助
金
に
該
当
す
る
、
と
認
定
し
た
（7.87

）。 

  ２）

農
業
協
定
9
条
1
項
(c)
の
該
当
性
 

　
農
業
協
定
9
条
1
項
(c)
の
輸
出
補
助
金
は
、

次
の
２
つ
の
要
件
か
ら
構
成
さ
れ
る
（7

.8
9

）。 

　
①
農
産
物
の
輸
出
に
つ
い
て
の
支
払
 

　
②
政
府
の
措
置
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
 

　
ま
ず
要
件
①
に
つ
い
て
。
パ
ネ
ル
は
、「
支

払
」
に
は
現
物
支
払
も
含
ま
れ
（7

.9
2
-9
6

）、

先
と
同
様
に
特
別
分
類
5
d
及
び
5
e
が
こ

れ
に
当
た
る
と
し
た
（7

.1
0
1

）。
要
件
②
に

つ
い
て
も
、
こ
の
制
度
に
お
け
る
政
府
関
与

の
度
合
い
や
、
生
産
管
理
・
価
格
管
理
・
販
売

収
入
の
強
制
プ
ー
ル
な
ど
が
政
府
の
措
置
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
政
府
の

措
置
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
」
も
満
た
さ
れ
て

い
る
、
と
判
断
し
た
（7

.1
0
6

）。 

　
以
上
に
よ
り
パ
ネ
ル
は
、
特
別
分
類
5
d

及
び
5
e
は
農
業
協
定
9
条
1
項
(c)
の
輸
出

補
助
金
に
該
当
す
る
と
認
定
し
た
（7

.1
1
3

）。 

　
最
終
的
に
パ
ネ
ル
は
、
特
別
分
類
5
d
及

び
5
e
は
農
業
協
定
9
条
1
項
(a)
及
び
(c)
の

い
ず
れ
の
意
味
に
お
い
て
も
輸
出
補
助
金
で

あ
り
、
か
つ
該
当
年
度
の
カ
ナ
ダ
の
乳
製
品

輸
出
が
譲
許
表
の
量
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
特
別
分
類
5
d
及
び
5
e
は
農
業
協

定
3
条
3
項
及
び
8
条
に
違
反
す
る
と
結
論

づ
け
た
（7

.1
1
6

）。 

 （２）

上
級
委
員
会
の
判
断
 

　
上
級
委
員
会
は
、
農
業
協
定
9
条
1
項
の

(a)
及
び
(c)
の
該
当
性
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
以

下
の
よ
う
に
判
断
し
た
。 

  １）

農
業
協
定
9
条
1
項
(a)
の
該
当
性
 

　
上
級
委
員
会
は
、「
現
物
支
払
が
あ
っ
た
と

い
う
だ
け
で
は
直
ち
に
経
済
的
価
値
の
移
転

を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
、
現

動向解析 



物
支
払
の
存
在
か
ら
直
ち
に
「
直
接
補
助
金
」

で
あ
る
と
し
た
パ
ネ
ル
判
断
を
誤
り
だ
と
し

た
（8

6
-9
2

）。
た
だ
し
、
以
下
の
通
り
9
条

1
項
(c)
の
該
当
性
を
認
め
た
こ
と
か
ら
9
条

1
項
(a)
の
該
当
性
に
つ
い
て
の
最
終
的
な
判

断
は
し
な
か
っ
た
。 

  ２）

農
業
協
定
9
条
1
項
(c)
の
該
当
性
 

　
上
級
委
員
会
は
、
ま
ず
割
引
価
格
に
よ
る

輸
出
市
場
向
け
生
乳
の
提
供
は
、「
支
払
」
に

該
当
す
る
と
し
た
（1

0
7
-1
1
4

）。
ま
た
、「
政

府
の
措
置
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
」
に
つ
い
て

は
、
政
府
の
関
与
を
全
体
と
し
て
検
証
す
る

の
が
適
切
で
あ
る
と
し
、
本
件
に
お
い
て
政

府
措
置
は
特
別
分
類
5
d
及
び
5
e
に
基
づ

く
生
乳
の
供
給
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
お
い
て

関
与
し
て
お
り
、
ま
た
加
工
業
者
・
輸
出
業

者
に
対
す
る
支
払
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る

（in
d
isp
en
sab
le

）
の
で
（1

1
9
-1
2
1

）、「
政

府
の
措
置
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
」
を
満
た
す
、

と
判
断
し
た
（1

2
2

）。 

　
結
論
と
し
て
上
級
委
員
会
は
、
特
別
分
類

5
d
及
び
5
e
は
農
業
協
定
9
条
1
項
(c)
の

輸
出
補
助
金
に
該
当
す
る
と
の
パ
ネ
ル
判
断

を
支
持
し
、
さ
ら
に
農
業
協
定
3
条
3
項
及

び
8
条
に
違
反
す
る
と
の
パ
ネ
ル
結
論
を
支

持
し
た
（123

）。 

 
3
 
カ
ナ
ダ
の
改
訂
措
置
と
 

　
　
履
行
確
認
手
続
 

 　
カ
ナ
ダ
は
、
D
S
B
の
勧
告
・
裁
定
を
受

け
て
次
の
よ
う
に
制
度
を
改
定
し
た
。
ま
ず
、

特
別
分
類
5
d
の
輸
出
数
量
を
カ
ナ
ダ
の
削

減
約
束
水
準
の
上
限
内
に
制
限
し
た
。
ま
た
、

特
別
分
類
5
e
を
廃
止
し
、
新
た
に
「
商
業

的
輸
出
生
乳
・
ク
リ
ー
ム
」（
C
E
M
）
制
度

を
創
設
し
た
。
C
E
M
は
、
M
M
B
を
通
じ
て

の
販
売
義
務
か
ら
除
外
さ
れ
、
取
引
条
件
を

事
業
者
間
で
決
定
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

カ
ナ
ダ
は
こ
れ
で
Ｄ
Ｓ
Ｂ
の
勧
告
を
履
行
し

た
と
考
え
た
。 

　
し
か
し
C
E
M
制
度
の
下
で
も
、
輸
出
向

け
生
乳
が
割
引
価
格
で
提
供
さ
れ
る
と
と
も

に
、
そ
の
国
内
販
売
は
禁
止
さ
れ
全
量
輸
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
米
国
及

び
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
こ
の
よ
う
な
カ

ナ
ダ
の
改
訂
後
の
措
置
つ
ま
り
C
E
M
制
度

が
依
然
と
し
て
輸
出
補
助
金
の
交
付
に
当
た

る
と
し
て
、
D
S
U
21
条
5
項
に
基
づ
く
履

行
確
認
手
続
を
申
し
立
て
た
。 

 （１）

履
行
確
認
手
続
（
１
回
目
） 

　
主
な
論
点
は
、
C
E
M
制
度
が
農
業
協
定

9
条
1
項
(c)
の
次
の
２
つ
の
要
件
に
当
た
る

か
ど
う
か
で
あ
る
。 

　
①
農
産
物
の
輸
出
に
つ
い
て
の
「
支
払
」 

　
②
「
政
府
の
措
置
に
よ
っ
て
」
行
わ
れ
る
 

  １）

パ
ネ
ル
の
判
断
 

　
パ
ネ
ル
は
、
①
の
要
件
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｅ

Ｍ
制
度
の
も
と
で
依
然
と
し
て
輸
出
価
格
は

国
内
市
場
価
格
よ
り
も
低
い
の
で
、「
支
払
」

に
該
当
す
る
と
し
た
（6

.2
7

）。 

　
②
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
上
級
委
員
会
が

原
手
続
に
お
い
て
示
し
た
「
政
府
行
為
の
『
不

可
欠
性
』」
の
意
味
と
し
て
、「
仮
に
政
府
措

置
が
な
け
れ
ば
経
済
的
資
源
は
移
転
し
な
い

こ
と
」（“but for ”

テ
ス
ト
）
と
解
釈
し
（6

.3
9
-

4
0

）、
政
府
の
措
置
に
よ
っ
て
生
産
者
は
割

当
量
を
超
え
た
数
量
を
国
内
向
け
に
販
売
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
並
び
に
加
工
業

者
は
C
E
M
制
度
の
も
と
で
低
価
格
で

獲
得
し
た
生
乳
を
す
べ
て
輸
出
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、“b

u
t 

for ”

テ
ス
ト
は
満
た
さ
れ
る
と
し
た
（6

.5
0
-

7
6

）。 

　
以
上
に
よ
り
パ
ネ
ル
は
、
C
E
M
制
度
が

農
業
協
定
9
条
1
項
(c)
の
要
件
に
当
た
り
、

農
業
協
定
3
条
3
項
及
び
8
条
に
違
反
す
る

と
認
定
し
た
。 

  ２）

上
級
委
員
会
の
判
断
 

　
上
級
委
員
会
は
ま
ず
①
「
支
払
」
の
要
件

に
つ
い
て
、
取
引
価
格
が
「
適
正
な
価
値
」
を

下
回
っ
て
い
る
と
き
は
「
支
払
」
が
あ
る
と

し
た
（7

2
-7
4

）。
そ
の
「
適
正
な
価
値
」
を
反

映
す
る
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
し
て
は
、
パ
ネ
ル

の
採
用
し
た
国
内
市
場
価
格
は
政
府
に
よ
り

高
く
つ
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
適
切
で
な

く
（8

1

）、
生
産
総
費
用
が
適
切
で
あ
る
と
し

て
、
パ
ネ
ル
の
判
断
を
破
棄
し
た
。
そ
の
理

由
と
し
て
、
生
産
費
を
下
回
る
価
格
で
の
販

売
の
た
め
に
は
損
失
の
補
填
（
＝
支
払
）
が

必
要
と
な
る
こ
と
、
こ
の
基
準
に
依
拠
す
る

こ
と
は
、
農
業
協
定
に
お
け
る
国
内
助
成
及

び
輸
出
補
助
金
に
対
す
る
両
規
律
の
統
合
性

が
最
も
尊
重
さ
れ
る
こ
と
を
挙
げ
た
（9

2

）。

そ
し
て
、
具
体
的
に
は
平
均
総
費
用
（average 

total cost of production

）
が
基
準
と
し
て

適
切
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
す
べ
て
の
生
乳
（
国

内
向
け
、
輸
出
向
け
）
の
生
産
の
固
定
費
用

及
び
変
動
費
用
を
、
生
産
さ
れ
た
生
乳
の
全

単
位
数
（total num

ber of units of m
ilk 

p
rod
u
ced

）
で
除
す
る
こ
と
に
よ
り
算
出
さ

れ
る
と
し
た
（9

6

）。
し
か
し
な
が
ら
パ
ネ
ル

が
平
均
総
費
用
基
準
の
観
点
か
ら
は
事
実
認

定
を
行
っ
て
い
な
い
の
で
、
判
断
不
能
で
あ

る
と
し
た
（9

1
-1
0
3

）。 

　
次
に
、
②
政
府
の
措
置
「
に
よ
っ
て
」（b

y
 

virtue 
of

）
と
は
、「
問
題
と
な
る
政
府
の
措

置
」
と
「
支
払
の
た
め
の
資
金
供
給
」
と
の
間

に
実
証
可
能
な
関
連
（dem

onstrable link

）

が
あ
り
、
何
ら
か
の
方
法
で
政
府
措
置
の
結

果
と
し
て
支
払
の
た
め
に
資
金
供
給
さ
れ
る

と
い
う
関
係
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
単
に
政

府
措
置
の
結
果
と
し
て
支
払
が
生
じ
た
だ
け

で
は
足
り
な
い
（1

1
3

）
が
、
政
府
資
金
か
ら

支
出
さ
れ
る
必
要
は
な
い
（1

1
5

）
と
し
た
。

た
だ
し
、
こ
れ
以
上
の
判
断
は
示
さ
な
か
っ
た
。 

 （２）

履
行
確
認
手
続
（
2
回
目
） 

　
以
上
の
パ
ネ
ル
・
上
級
委
員
会
報
告
の

D
S
B
採
択
の
後
、
米
国
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
は
、
２
回
目
の
履
行
確
認
手
続
を
要
請

し
た
。
こ
こ
で
も
争
点
は
、
①
「
支
払
」
の
要

件
と
、
②
政
府
の
措
置
「
に
よ
っ
て
」
の
要
件

で
あ
る
。 



  9条1項(a) 9条1項(c) 最終結論 
  該当性 該当性 （3条3項違反） 

 原手続 × ○ ○ 

 履行確認手続 
 （１回目）  

× × 

 履行確認手続 
 （２回目）  

○ ○ 
 

第2表 カナダ乳製品事件の各手続における結論（農業協定関係） 

資料：筆者作成． 
注（１）「○」とは，問題の規定に該当するとの認定． 
　（２）「×」の箇所は，パネルの段階ではいずれも「○」の判断であったが， 
　　　上級委員会が破棄した． 

 １）

パ
ネ
ル
の
判
断
 

　
①
「
支
払
」
に
つ
い
て
、
パ
ネ
ル
は
、
上
級

委
員
会
の
示
し
た
「
平
均
総
費
用
」
の
基
準

の
具
体
的
評
価
方
法
に
関
し
て
カ
ナ
ダ
の
主

張
（
個
別
の
酪
農
家
の
平
均
総
費
用
を
主
張
）

を
退
け
、
米
国
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
主

張
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
統
計
に
基
づ
く
産
業
ベ
ー
ス
の

平
均
総
費
用
を
主
張
）
を
支
持
し
た
（5

.5
0

）。

ま
た
、
総
費
用
に
カ
ウ
ン
ト
す
る
費
目
に
つ

い
て
も
、
カ
ナ
ダ
の
主
張
（
現
金
支
出
の
み

を
主
張
）
を
退
け
、
米
国
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
（
家
族
労
働
費
等
の
非
金
銭
的
費
用
や
生

乳
販
売
に
付
随
す
る
費
用
も
含
め
る
と
主
張
）

を
支
持
し
た
（5

.8
0
-8
2

）。
こ
れ
に
基
づ
き

検
討
し
た
結
果
、「
支
払
」
あ
り
と
認
定
し
た

（5
.8
9

）。 

　
次
に
、
②
政
府
の
措
置
「
に
よ
っ
て
」
の
要

件
に
つ
い
て
も
、
１
回
目
の
履
行
確
認
手
続

の
時
に
上
級
委
員
会
の
示
し
た
判
断
に
即
し

て
再
度
検
証
し
本
要
件
を
満
た
す
と
認
定
し

た
（5

.1
3
4

）。 

　
以
上
に
よ
り
パ
ネ
ル
は
、
C
E
M
制
度
が

農
業
協
定
9
条
1
項
(c)
の
要
件
に
当
た
り
、

農
業
協
定
3
条
3
項
及
び
8
条
に
違
反
す
る

と
結
論
づ
け
た
（5

.1
3
7

）。 

  ２）

上
級
委
員
会
の
判
断
 

　
上
級
委
員
会
は
、
①
「
支
払
」
に
つ
い
て
、

「
平
均
総
費
用
」
の
基
準
を
め
ぐ
っ
て
パ
ネ
ル

の
示
し
た
判
断
並
び
に
「
支
払
」
あ
り
と
の

結
論
を
支
持
し
た
（9

8

）。 

　
次
に
②
「
政
府
の
措
置
に
よ
っ
て
」
に
つ

い
て
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
、
パ
ネ
ル
の
結

論
を
支
持
し
た
。「
政
府
措
置
」
と
「
支
払
の

た
め
の
資
金
供
給
」
と
の
間
に
実
証
可
能
な

関
連
ま
た
は
強
固
な
結
び
つ
き
が
必
要
で
あ

る
（1

2
9
-1
3
1

）。
た
だ
し
政
府
自
身
が
支
払

の
た
め
の
原
資
を
供
給
す
る
必
要
は
な
く
、

私
人
に
よ
る
資
金
供
給
も
妨
げ
ら
れ
な
い
（132-

1
3
3

）。
本
件
に
お
い
て
、
生
乳
の
国
内
価
格

は
高
く
維
持
さ
れ
、
大
部
分
の
生
産
者
は
、

す
べ
て
の
生
産
費
用
を
生
乳
の
国
内
販
売
を

通
じ
て
カ
バ
ー
で
き
る
（1

4
1

）。
こ
の
高
い

国
内
価
格
は
、
政
府
措
置
（
価
格
支
持
、
生
産

割
当
、
C
E
M
の
国
内
向
け
転
売
禁
止
、
売

上
金
の
プ
ー
ル
、
高
関
税
に
よ
る
輸
入
競
争

の
排
除
）
に
よ
っ
て
国
内
向
け
生
乳
が
全
面

的
に
統
制
さ
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
維
持
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
政
府
措
置
が
支
払
の

た
め
の
資
金
供
給
に
お
い
て
決
定
的
な
役
割

を
担
っ
て
お
り
、
C
E
M
の
原
価
割
れ
販
売

を
可
能
に
し
て
い
る
（1

4
4
-1
4
8

）。
以
上
に

よ
り
「
政
府
の
措
置
に
よ
っ
て
支
払
が
行
わ

れ
る
」
要
件
を
満
た
す
（1

5
4

）。 

　
以
上
に
よ
り
、
上
級
委
員
会
は
、
結
論
と

し
て
パ
ネ
ル
の
農
業
協
定
3
条
3
項
及
び
8

条
違
反
と
の
判
断
を
支
持
し
た
（1

5
5
-1
5
6

）。

こ
こ
に
お
い
て
原
手
続
以
来
延
々
と
続
い
た

本
事
件
が
決
着
を
み
た
。 

（
以
上
の
各
手
続
に
お
け
る
結
論
を
第
2
表
に

整
理
し
た
。） 

 
4
 
本
事
件
の
意
義
 

 （１）

何
が
問
題
だ
っ
た
の
か
 

　
本
件
の
原
手
続
で
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、

カ
ナ
ダ
の
加
工
・
輸
出
業
者
が
、
政
府
機
関

の
関
与
の
下
に
（
特
別
分
類
5
d
及
び
5
e

制
度
下
で
）
輸
出
向
け
加
工
原
料
乳
を
割
引

価
格
で
購
入
で
き
る
制
度
で
あ
っ
た
。
加
工
・

輸
出
業
者
は
直
接
政
府
か
ら
輸
出
の
た
め
の

補
助
金
を
受
け
た
の
で
は
な
か
っ
た
上
に
、

割
引
の
原
資
は
カ
ナ
ダ
政
府
自
身
が
負
担
し

て
い
た
の
で
は
な
く
、
生
乳
生
産
者
が
負
担

し
て
い
た
。
そ
れ
で
も
「
政
府
の
措
置
に
よ

っ
て
行
わ
れ
る
支
払
」
と
し
て
、
輸
出
補
助

金
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。 

　
こ
れ
を
受
け
て
カ
ナ
ダ
は
制
度
を
改
訂
し
、

割
引
価
格
で
の
購
入
に
表
向
き
政
府
機
関
の

関
与
を
な
く
し
た
（
Ｃ
Ｅ
Ｍ
制
度
）。
と
こ
ろ

が
、
申
立
国
の
要
請
を
受
け
た
履
行
確
認
手

続
に
お
い
て
上
級
委
員
会
は
、
カ
ナ
ダ
の
酪

農
制
度
全
体
を
見
れ
ば
依
然
と
し
て
「
政
府

の
措
置
に
よ
る
支
払
」
が
あ
り
、
輸
出
補
助

金
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。
政
府
の
措
置
（
価

格
支
持
、
生
産
割
当
、
売
上
げ
の
プ
ー
ル
制
、

輸
入
規
制
等
）
に
よ
っ
て
高
い
国
内
向
け
価

格
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
輸
出
向
け

に
係
る
原
価
割
れ
販
売
の
た
め
の
資
金
供
給

が
可
能
と
な
っ
て
い
た（
内
部
相
互
補
助:cross-

subsidization

）
か
ら
で
あ
る
。 

 （２）

農
業
協
定
9
条
1
項
(c)
の
意
味
 

　
本
事
件
は
農
業
協
定
の
輸
出
補
助
金
に
関

す
る
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
本
事
件
に

お
け
る
パ
ネ
ル
・
上
級
委
員
会
の
解
釈
を
通

じ
て
、
特
に
9
条
1
項
に
列
挙
さ
れ
て
い
る

輸
出
補
助
金
の
１
つ
で
あ
る
「
(c)
政
府
の
措

置
に
よ
っ
て
農
産
物
の
輸
出
に
つ
い
て
行
わ

れ
る
支
払
」
の
意
味
が
あ
る
程
度
明
ら
か
に

さ
れ
た
。 

　
そ
の
主
要
な
点
を
ま
と
め
る
と
、
ま
ず
「
支

払
」
と
は
、
経
済
的
価
値
の
移
転
を
意
味
し
、

9
条
1
項
(a)
と
同
様
に
現
物
支
払
も
含
む
。

「
支
払
」
の
有
無
の
決
定
に
は
、
実
際
の
取
引

価
格
と
「
適
正
な
価
値
」
と
の
比
較
が
必
要

で
あ
り
、「
適
正
な
価
値
」
を
反
映
す
る
ベ
ン

チ
マ
ー
ク
と
し
て
は
、
国
内
市
場
価
格
や
世

界
市
場
価
格
で
は
な
く
、
生
産
総
費
用
（
具

体
的
に
は
平
均
総
費
用
）
が
適
切
で
あ
る
と

さ
れ
た
。 

動向解析 



　
ま
た
、「
政
府
の
措
置
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
」

に
関
し
て
は
、
当
該
支
払
に
と
っ
て
政
府
行

為
が
「
不
可
欠
」
で
あ
る
こ
と
が
判
断
基
準

と
な
り
、
そ
の
意
味
は
「
仮
に
政
府
措
置
が

な
け
れ
ば
経
済
的
資
源
は
移
転
し
な
い
こ
と
」

（“but 
for ”

テ
ス
ト
）
で
あ
る
。「
政
府
措
置
」

と
「
支
払
の
た
め
の
資
金
供
給
」
と
の
間
に

は
実
証
可
能
な
関
連
ま
た
は
強
固
な
結
び
つ

き
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
し
政
府
自
身
が
原

資
を
供
給
す
る
必
要
は
な
く
、
私
人
に
よ
る

資
金
供
給
で
も
よ
い
、
と
さ
れ
た
。 

 （３）

本
事
件
の
核
心
―
 

　

国
内
助
成
と
輸
出
補
助
金
の
境
界
 

　
本
事
件
は
、
農
業
協
定
の
２
つ
の
局
面
―

国
内
助
成
と
輸
出
補
助
金
―
の
境
界
と
い
う

問
題
を
提
起
し
た
。
表
向
き
は
国
内
助
成
で

あ
っ
て
も
、
波
及
利
益
を
通
じ
て
輸
出
生
産

に
影
響
す
る
も
の
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う

問
題
で
あ
る
。 

　
カ
ナ
ダ
は
、
国
内
市
場
向
け
加
工
業
者
へ

の
生
乳
販
売
に
人
為
的
に
高
い
価
格
を
設
定

す
る
と
い
う
方
法
で
生
産
者
に
対
す
る
補
助

金
を
提
供
し
た
。
上
級
委
員
会
は
、
こ
の
国

内
向
け
へ
の
助
成
が
、
低
い
輸
出
向
け
価
格

と
結
び
つ
い
て
輸
出
補
助
金
を
も
た
ら
し
た

と
判
示
し
た
。
つ
ま
り
こ
の
場
合
、
カ
ナ
ダ

の
輸
出
補
助
金
制
度
は
、
通
常
の
輸
出
補
助

金
と
は
異
な
り
国
内
助
成
制
度
の
結
果
と
し

て
生
じ
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
表
面
的
に
は

国
内
向
け
だ
が
、
国
内
助
成
は
「
波
及
」
利
益

を
通
じ
て
輸
出
生
産
に
影
響
す
る
の
で
あ
る

（W
orld T

rade L
aw
.net D

ispute Settlem
ent 

C
om
m
entary

）。 

　
こ
の
よ
う
に
し
て
上
級
委
員
会
は
、
国
内

助
成
と
し
て
は
譲
許
水
準
内
で
許
容
さ
れ
る

も
の
が
、
あ
る
場
合
に
9
条
1
項
(c)
の
輸
出

補
助
金
に
な
り
農
業
協
定
違
反
と
な
り
う
る

こ
と
を
示
し
た
。
た
だ
、
国
内
助
成
と
輸
出

補
助
金
の
境
界
線
に
つ
い
て
は
、
明
確
で
は

な
い
　（7）

。
本
件
で
上
級
委
員
会
は
9
条
1
項

(c)
の
構
成
要
件
の
う
ち
「
輸
出
に
つ
い
て
」

の
要
件
に
つ
い
て
は
明
確
に
述
べ
な
か
っ
た
。

次
回
で
紹
介
す
る
予
定
の
E
C
ー

砂
糖
事
件

で
は
、
こ
の
「
輸
出
に
つ
い
て
」
要
件
に
つ
い

て
も
検
討
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。�

 注
（１）
W
T
O
の
紛
争
解
決
手
続
は
強
制
的
な
要
素
を
強

め
、
い
わ
ゆ
る
「
司
法
化
」
が
進
ん
だ
。
そ
の
手
続

の
各
段
階
に
期
限
を
設
け
て
迅
速
化
を
図
り
、
ま

た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
方
式
（
パ
ネ
ル

の
設
置
・
報
告
書
の
採
択
は
、
全
加
盟
国
の
反
対

が
な
い
限
り
実
行
さ
れ
る
）
を
採
用
し
て
一
方
の

当
事
国
だ
け
の
意
思
で
手
続
を
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た
。 

　
（２）
厳
密
に
は
パ
ネ
ル
及
び
上
級
委
員
会
報
告
書
は
当

該
紛
争
当
事
国
に
の
み
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
の

で
あ
る
が
、
事
実
上
判
例
法
と
し
て
機
能
し
て
い

る
と
さ
れ
て
い
る
。 

　
（３）
飲
用
乳
の
T
R
Q
制
度
に
係
る
「
１
回
当
た
り
20

カ
ナ
ダ
ド
ル
未
満
の
個
人
消
費
向
け
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ミ
ル
ク
」
と
の
限
定
条
件
は
譲
許
表
に
記
載
さ
れ

て
お
ら
ず
、
譲
許
表
に
な
い
条
件
の
追
加
を
禁
じ

た
G
A
T
T
2
条
1
項
b
に
違
反
す
る
、
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。 

　
（４）
パ
ネ
ル
（
紛
争
処
理
小
委
員
会
）、
上
級
委
員
会
及

び
D
S
B
（
紛
争
解
決
機
関
）
の
三
者
の
関
係
に
つ

い
て
概
略
を
説
明
し
て
お
く
。
パ
ネ
ル
は
、
紛
争

案
件
ご
と
に
設
置
さ
れ
る
。
そ
の
任
務
は
、
付
託

さ
れ
た
問
題
の
事
実
関
係
、
関
連
す
る
対
象
協
定

の
適
用
可
能
性
及
び
当
該
協
定
と
の
適
合
性
に
関

す
る
客
観
的
評
価
、
並
び
に
D
S
B
が
勧
告
ま
た

は
裁
定
を
行
う
た
め
に
役
立
つ
そ
の
他
の
認
定
を

行
っ
て
D
S
B
を
補
佐
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
内
容
と
す
る
報
告
を
作
成
す
る
。
こ
の

パ
ネ
ル
の
報
告
に
あ
る
法
的
な
問
題
・
法
的
解
釈

に
つ
い
て
、
紛
争
当
事
国
は
、
上
級
委
員
会
へ
上

訴
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
上
級
委
員
会
は
、
パ

ネ
ル
と
は
異
な
り
常
設
機
関
で
あ
る
。
上
級
委
員

会
は
上
訴
内
容
を
検
討
し
報
告
を
作
成
す
る
。
以

上
の
パ
ネ
ル
及
び
上
級
委
員
会
の
報
告
は
、
す
べ

て
の
加
盟
国
の
代
表
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
D
S
B

に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
て
初
め
て
効
力
を
有
す
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
採
択
に
よ
り
、
パ
ネ
ル
及
び
上

級
委
員
会
の
報
告
内
容
が
D
S
B
の
勧
告
及
び
裁

定
と
な
る
。 

　
（５）
D
S
B
の
勧
告
・
裁
定
が
出
る
と
、
敗
訴
国
は
そ

れ
を
履
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
履

行
措
置
が
W
T
O
協
定
に
適
合
し
な
い
と
申
立
国

が
考
え
る
場
合
、
D
S
U
（
紛
争
解
決
了
解
）
21
条

5
項
に
基
づ
き
紛
争
解
決
手
続
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
履
行
確
認
パ
ネ
ル
（
21
条

5
項
パ
ネ
ル
、
遵
守
パ
ネ
ル
）
と
呼
ば
れ
る
パ
ネ

ル
（
原
パ
ネ
ル
の
委
員
で
構
成
）
が
設
置
さ
れ
、
審

査
さ
れ
る
。
こ
の
履
行
確
認
の
パ
ネ
ル
報
告
に
つ

い
て
も
原
パ
ネ
ル
報
告
と
同
様
、
上
級
委
員
会
へ

上
訴
で
き
る
。 

　
（６）
以
下
本
稿
の
（
　
）
内
の
番
号
は
、
パ
ネ
ル
報
告
書

及
び
上
級
委
員
会
報
告
書
に
お
け
る
パ
ラ
グ
ラ
フ

番
号
。 

　
（７）
鈴
木
（
2
0
0
7
）
は
、
通
常
の
輸
出
補
助
金
が
政

府
（
納
税
者
）
負
担
型
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
カ
ナ

ダ
の
本
件
措
置
は
消
費
者
負
担
型
輸
出
補
助
金
と

呼
ぶ
こ
と
が
で
き
、
W
T
O
の
判
断
は
こ
れ
を
「
隠

れ
た
輸
出
補
助
金
」
と
し
て
整
理
し
た
も
の
と
評

価
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
も
そ
も
国
内
補
助
金
と
輸

出
補
助
金
と
を
区
分
し
て
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と

に
意
味
が
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
を
提
示
す
る
。
 

 【
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考
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用
文
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鈴
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宣
弘
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）「
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農
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新
た
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図
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―
」『
農
業
経
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研
究
』

第
79
巻
第
2
号
。 

木
下
順
子
・
鈴
木
宣
弘
（
2
0
0
1
）「
輸
出
国
家
貿
易

に
よ
る
『
隠
れ
た
』
輸
出
補
助
金
効
果
に
つ
い
て
―
―

そ
の
経
済
学
的
解
釈
と
数
量
化
手
法
の
提
案
―
―
」『
農

林
水
産
政
策
研
究
所
レ
ビ
ュ
ー
』
第
３
号
 

中
川
淳
司
（
2
0
0
0
）「
カ
ナ
ダ
の
乳
製
品
に
係
る
措

置
」、『
ガ
ッ
ト
・
W
T
O
の
紛
争
処
理
に
関
す
る
調
査

報
告
書
Ｘ
』、
公
正
貿
易
セ
ン
タ
ー
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.
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